
 
 

 - 1 - 

 

 

 
 

 

1.GISの基礎知識 

1

2-2-1 分類シンボルの演習5-2 属性の結合の演習



 ii

    



地図で⾒る統計（統計ＧＩＳ）からダウンロードしたデータを ArcGIS で利⽤する場合の注意点 
 

１ ダウンロードできるデータの種類は２つ 

 統計データ・・・属性データのことで図形データはない。数字や⽂字データのみ配布される。 

 境界データ・・・図形データのこと。「シェープファイル」形式で配布される。 

 
 

２ 統計データの利⽤法と注意点 

 利⽤法・・・・⼀般に、境界データにテーブル結合して利⽤することができる 

注意点・・・・ダウンロードして解凍したデータは「⽂字コード」が ANSI 規格のテキストデ

ータのため、このまま ArcGIS にデータを追加すると下図のように⽂字化けする。 

 
＜⽂字化けさせないための⽂字コード変換⼿順＞ 

①メモ帳でテキストデータを開く。 

②メモ帳のメニューから[ファイル]ー[名前を付けて保存(A)...]を選択し、⽂字

コード(E)を「ANSI」から「Unicode」に変更して[保存]をクリックする。 

③上書き保存のダイアログが出たら[はい]をクリックして保存するか、ファイル

を別名で保存するようにする。 
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３ 境界データの利⽤⽅法と注意点 

 利⽤法・・・ 測地系、投影座標系、データ形式を選択する 

⼀般に、ArcGIS では世界測地系、平⾯直⾓座標系、shape 形式を利⽤ 

注意点・・・ ダウンロードした境界データにはもともとの属性データが付属している。 

   定義書を参照して、属性データの中⾝を確認しておくこと。 

特に、統計データとのテーブル結合やフィールド結合する時のキーフィール

ドはどれが適当かよく考えて判断すること。 

 

平成22年国勢調査境界データ定義書（Shape形式） ファイル名【h22kaxx.dbf】 （xxは都道府県番号） 

№ フィールド名 項⽬内容 備考 

1 AREA ⾯積(㎡)  

2 PERIMETER 周辺⻑（ｍ）  

3 H22KAxx# 内部ID  

4 H22KAxx-ID 外部ID  

5 KEN 都道府県番号  

6 CITY 市区町村番号  

7 KEN_NAME 都道府県名 １） 

8 SITYO_NAME ⽀庁・振興局名 １） 

9 GST_NAME 郡市・特別区・政令指定都市名 １） 

10 CSS_NAME 区町村名 １） 

11 HCODE 分類コード ２） 

12 KIHON1 町字コード 町丁・字等番号 

13 DUMMY1 ダミー１ "-" 

14 KIHON2 丁⽬、字などの番号  

15 KEYCODE1 マッチング番号 CITY+KIHON1+KIHON2 

16 KEYCODE2 町丁・字等別結果マッチング番号  

17 AREA_MAX_F ⾯積最⼤フラグ ３） 

18 KIGO_D 特殊記号D（⾶び地、抜け地フラグ） ４） 

19 N_KEN 抜け地県番号  

20 N_CITY 抜け地市区町村番号  

21 N_C1 抜け地地図番号  

22 KIGO_E 特殊記号E（町丁・字等重複フラグ） ５） 

23 KIGO_I 特殊記号I（島フラグ） ６） 

24 TATE 縦書き横書き 「0」 

25 DIR 回転⾓度 「0」 

26 HIGHT ⼤きさ 「50」を代⼊ 

27 JIKAKU ⽂字間隔 「10」を代⼊ 
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№ フィールド名 項⽬内容 備考 

28 NMOJI ⽂字数 「町丁・字等名称」の⽂字数 

29 MOJI 町丁・字等名称 １） 

30 SEQ_NO2 都道府県内連番 内部IDから１を引いた数 

31 KSUM 基本単位区数  

32 CSUM 調査区数 ８） 

33 JINKO ⼈⼝総数 KIGO_EがEn（n≧2）の場合は0（ゼロ）

34 SETAI 世帯総数 KIGO_EがEn（n≧2）の場合は0（ゼロ）

35 X_CODE 図形中⼼点Ｘ座標（10進経度） ７） 

36 Y_CODE 図形中⼼点Ｙ座標（10進緯度） ７） 

37 KCODE1 町丁・字等番号 KIHON1〜KIHON2 

38 KEY_CODE 図形と集計データのリンクコード KEN+KEYCODE2 

※ △はブランク。 

１） 漢字コード：シフトＪＩＳ 

    ⽂字数は、出⼒桁/2 

２） 分類コード（HCODE） 

    「8101」： 町丁・字等、「8154」： ⽔⾯調査区 

３） ⾯積最⼤フラグ（AREA_MAX_F） 

    「M」： ⼀つの市区町村内に同⼀の町丁・字等名⼜は町丁・字等コードを持つ境界が複数個存在した場合、⼀

番広い⾯積を持つ町丁・字等境界。 

    同⼀の町丁・字等名⼜は町丁・字等コードを持つ境界がない場合。 

４） 特殊記号D 

    「D△」 ： ⾶び地   、  「D1」 ： 抜け地（⾶び地）  

５） 特殊記号E 

    「Ｅ1」 ： 町丁・字等別重複フラグ（代表） 

    ⼀つの市区町村内に同⼀の町丁・字等名⼜は町丁・字等番号を持つ境界が複数個存在した場合、グループを代表

する町丁・字等境界。  

（いちばん広い⾯積を持つ町丁・字等境界⼜は、陸地に近隣している島がある場合は陸地部分） 

    「Ｅn」 ： 町丁・字等別重複フラグ（代表以外） 

    ⼀つの市区町村内に同⼀の町丁・字等名⼜は町丁・字等番号を持つ境界が複数個存在した場合、グループを代表

する町丁・字等境界以外の町丁・字等境界(n≧２で⾯積の⼤きい順）。 

６） 特殊記号I 

    「Ｉ」  ： 島  

７） 図形中⼼点座標 

8） 当該町丁・字等の中の基本単位区（調査区）の数。（１対１の場合は１） 

なお、KEY_CODE 以降のフィールドは、無視してかまわない。 
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演習問題 

地図で⾒る統計（統計 GIS）のサイトから、愛知県千種区のデータをダウンロードしなさい。 

（１）下図 STEP2 のなかから少なくとも３種類のデータを選択すること（つまり、統計データ３種類） 

（２）境界データと統計データをデータ結合させること 

（３）統計表の主題に沿ったコロプレスマップを３種類以上作成すること 

（４）レイアウトを整えて PDF でエクスポートし、成果品を提出すること 
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